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九
月
十
九
日
（
月
）
の
敬
老
の
日
を
中

心
に
各
振
興
事
務
所
ご
と
に
会
場
を
設
け
、

日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り

（
七
十
七
歳
以
上
）
の
皆
さ
ん
に
敬
老
の
意

を
表
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
来
賓
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
式

典
と
地
域
の
芸
能
・
民
謡
・
歌
謡
な
ど
の
演

芸
の
部
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
の
部
で
は
、
ど
の
会
場
も
各
地
区
の

自
主
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
演
芸
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
く

つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
会
場
で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

　

現
在
、
粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場
は
、
木
・
日
曜

日
の
午
前
中
に
開
店
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
じ
て
い
る
た
め
、
朝
市

の
紹
介
と
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
、
岐
阜

経
済
大
学
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
マ
イ
ス

タ
ー
倶
楽
部
」
と
大
垣
女
子
短
期
大
学
の
サ
ー

ク
ル
「
Ａ
Ｓ
Ｋ
」
の
学
生
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ

ン
ト
を
提
案
し
ま
し
た
。
一
枚
が
縦
二･

二
ｍ
、

横
二･

六
ｍ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
六
枚
に
学
生
十
六
人

が
取
り
組
み
、
季
節
ご
と
に
「
揖
斐
祭
り
」「
太

鼓
踊
り
」「
花
火
」「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」「
ス

キ
ー
場
」「
温
泉
」
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。

　

道
路
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
何
を
描
い
て

い
る
か
観
に
み
え
た
り
、「
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
観
に

き
た
」
と
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
方

も
み
え
ま
す
。

　

学
生
は
、「
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
で
き
た
。

地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

去
る
六
月
に
坂
本
廣
博
さ
ん
（
横
蔵
寺
住
職
）

が
、『
博
士
号
』
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
九
月
二
十
五
日
（
日
）、
上
神
原
ト
レ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
（
谷
汲
神
原
地
区
）
に
お
い
て
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
宗
宮
町
長
や
地
元
町
会
議
員
、
地
元

住
民
な
ど
多
数
の
皆
さ
ん
が
こ
の
快
挙
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
益
々
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

揖斐の観光資源をＰＲあいさつをする坂本さん

　

九
月
十
日
（
土
）、
特
養
尚
和
園
で

七
十
七
歳
以
上
の
方
、
約
四
十
名
と
そ
の
ご

家
族
が
約
六
十
名
参
加
し
、
敬
老
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
九
月
十
一
日
に
百

歳
を
迎
え
る
宗
宮
き
し
ゑ
さ
ん
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
会
で
は
三
藤
会
舞
踊
、
大

和
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た

方
々
は
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

地区 会　　場 参加者数

揖斐川 揖斐川町中央公民館 540 名

谷汲 谷汲サンサンホール 256 名

春日 谷汲小学校体育館 195 名

久瀬
久瀬日坂・樫原・公正・小津・久瀬公民館

久瀬三倉・東津汲・外津汲集会場
182 名

藤橋 藤橋高齢者コミュニティセンター 47名

坂内
広瀬地区集会場、坂本コミュニティセンター、

ふれあいの館、諸家地区集会場
125 名

計 1345 名


